
【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

No.7

】 

乍
恐
奉
申
上
候
口
上
覚
（
尾
州
様
御
用
機
場
相
勤
め
た
く
願
い
上
げ
候
） 

   
 



【
釈
文
】 

乍
恐
奉
申
上
候
口
上
覚 

桐
生
新
町
百
姓
甚
兵
衛
忰 

与
三
郎
㊞ 

私
父
甚
兵
衛
儀
、
兼
而
組
頭
役
相
勤
罷
在
候
所
、 

老
年
ニ
相
及
候
ニ
付
奉
願
上
、
先
達
而
退
役 

仕
、
未
間
茂
無
御
座
、
此
度 

尾
州
様
御
用
機
場
相
勤
度
奉
願
上 

候
之
儀
、
何
共
恐
多
候
儀
奉
存
候
、
此
段
甚
兵
衛
儀
ハ 

名
目
而
已
ニ
而
、
実
者
私
商
賣
躰
之
儀
ニ 

御
座
候
間
、
右
機
場
之
儀
何
茂
私
相
勤 

申
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
上
者
渡
世
之
家
業
ニ
も 

可
相
成
奉
存
候
、
偏
ニ 

御
慈
悲
を
以
願
之
通
被 

仰
付
被
下 

置
候
様
仕
度
奉
存
候
、
乍
恐
宜
様
御
執
計 

被
成
下
候
者
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上 

寅 

正
月 

 



【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
申
し
上
げ
奉
り
候
口
上(

の)

覚 

桐
生
新
町
百
姓
甚
兵
衛
忰 

与
三
郎
㊞ 

私
父
甚
兵
衛
儀
、
兼
て
組
頭
役
相
勤
め
罷
り
在
り
候
所
、 

老
年
に
相
及
び
候
に
付
き
願
い
上
げ
奉
り
、
先
達
て
退
役 

仕
り
、
未
だ
間
も
御
座
な
く
、
こ
の
度 

尾
州
様
御
用
機
場
相
勤
め
た
く
願
い
上
げ
奉
り 

候
の
儀
、
何
と
も
恐
れ
多
き
候
儀(

と)

存
じ
奉
り
候
、
こ
の
段
甚
兵
衛
儀
は 

名
目
の
み
に
て
、
実
は
私
商
賣(

の)

躰
の
儀
に 

御
座
候
間
、
右
機
場
の
儀
何(

れ)

も
私
相
勤
め 

申
し
候
儀
に
御
座
候
、
然
る
上
は
渡
世
の
家
業
に
も 

相
成
る
べ
く
存
じ
奉
り
候
、
偏
に 

御
慈
悲
を
以
っ
て
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し 

置
か
れ
候
様
仕
り
度
存
じ
奉
り
候
、
恐
れ
乍
ら
宜
し
き
様
御
執
り
計
ら
い 

成
し
下
さ
れ
候
へ
ば
、
有
り
難
き
仕
合
せ(

に)

存
じ
奉
り
候
、
以
上 

寅 

正
月 

 



【
解
説
】 

 

今
回
も
桐
生
織
物
に
関
係
す
る
文
書
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
前
回
の
解
説

で
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
半
ば
頃
、
京
都
の
西
陣
織
物
の
技
術
が
伝

わ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
桐
生
織
物
の
評
判
は
高
ま
り
、
江
戸
を
は
じ
め
と
し
た

三
都
へ
と
販
路
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
桐
生
新
町
の
市

い
ち

は
、
毎
月
三
と
七
の
付

く
日
（
毎
月
三
日
・
七
日
・
十
三
日
・
十
七
日
・
二
十
三
日
・
二
十
七
日
の
六
日

間
に
開
か
れ
る
六
斎
市
）
で
し
た
が
、
桐
生
（
や
そ
の
周
辺
）
の
機
場
で
織
ら
れ

た
織
物
は
こ
の
市
へ
と
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
買
次
商
た
ち
が
目
当
て
と

す
る
品
を
織
元
か
ら
買
い
取
り
、
そ
れ
ら
を
三
都
を
は
じ
め
と
す
る
呉
服
商
へ

と
売
り
捌
く
こ
と
で
桐
生
織
物
が
世
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
市
に

は
出
さ
ず
（
＝
買
次
の
手
を
介
さ
ず
）
に
江
戸
な
ど
の
店
へ
直
接
売
り
渡
す
方
法

を
取
る
織
元
も
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
販
売
方
式
を
「
国
売

く

に

う

り
」
と
い
い
ま

す
。 

 

市
に
織
物
を
並
べ
て
買
次
た
ち
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
場
合
は
、
多
少
売
値

は
安
く
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
遠
く
離
れ
た
江
戸
や
京
都
な
ど

の
店
と
交
渉
す
る
手
間
や
、
ま
た
そ
の
商
品
を
送
り
届
け
る
こ
と
は
、
買
次
と
店

の
間
の
取
り
決
め
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
国
売
り
で
は
、
商
品
を
扱
っ
て
く
れ

る
店
へ
の
売
り
込
み
か
ら
、
卸
売
価
格
の
価
格
交
渉
、
そ
の
店
ま
で
の
商
品
運
搬



の
責
任
も
自
ら
が
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
江
戸
へ
と
送
ら
れ
る
桐
生
織
物
は
、

足
利
の
猿
田

や
え
ん
だ

河
岸

か

し

か
ら
の
船
荷
で
し
た
か
ら
、
川
の
増
水
時
に
は
船
の
転
覆
に

よ
る
織
物
の
損
害
と
い
っ
た
リ
ス
ク
も
、
個
人
で
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
、
自
分
の
機
場
で
作
ら
れ
た
織
物
に
自
信
の
あ
る
織
元
に
は
国
売

り
を
選
ぶ
者
も
い
ま
し
た
。
今
回
の
古
文
書
に
姿
を
見
せ
る
新
居
甚
兵
衛
は
、
桐

生
の
織
元
で
、
最
初
に
国
売
り
を
始
め
た
人
物
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
甚
兵
衛

の
父
は
与
一
兵
衛
（
峯
章
）
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
与
一
兵
衛
の
二
人
の
兄
、
藤

右
衛
門
と
次
兵
衛
は
、
桐
生
へ
と
西
陣
織
の
高
機
導
入
を
実
現
し
た
人
物
で
あ

り
、
こ
の
新
居
家
は
、
桐
生
に
お
け
る
高
機
製
織
を
最
も
早
く
か
ら
行
っ
て
い
た

織
元
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
品
の
品
質
に
は
一
角
な
ら
ぬ
自
信
も
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。 

 

甚
兵
衛
の
才
覚
が
窺
い
知
れ
る
話
と
し
て
、
国
売
り
を
す
る
反
物
の
外
巻
紙

を
無
地
紙
で
は
な
く
、
摺
り
物
の
紙
と
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
摺

り
物
の
画
こ
そ
が
、
今
日
私
た
ち
が
、
織
物
の
技
術
を
桐
生
に
伝
え
た
恩
人
と
し

て
お
祀
り
す
る
白
瀧
姫
の
お
姿
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
白
瀧
姫
伝
承
と
御
神

影
は
、
甚
兵
衛
の
求
め
に
応
じ
た
館
林
藩
の
画
家
で
文
人
の
小
寺
応
斎
が
、
文
化

元
年
（
一
八
〇
四
）
七
月
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
す
。
西
陣
と
向
こ
う
を
張
っ

て
高
級
絹
織
物
を
売
り
込
む
に
あ
た
り
、
桐
生
織
物
の
起
源
は
奈
良
時
代
に
ま



で
遡
り
、
都
の
女
官
が
下
向
し
て
伝
え
た
と
い
う
由
緒
と
、
十
二
単
衣
を
ま
と
っ

た
そ
の
お
姿
を
多
色
摺
り
に
し
た
華
や
か
な
外
巻
紙
で
反
物
を
包
ん
で
販
売
す

る
こ
の
方
法
は
、
ま
た
た
く
間
に
江
戸
の
店
で
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の
古
文

書
に
よ
れ
ば
、
甚
兵
衛
が
尾
張
徳
川
家
（
尾
州
様
）
の
御
用
機
場
を
請
け
負
う
こ

と
に
な
っ
た
の
は
寅
（
文
化
三
年
）
の
正
月
。
こ
の
白
瀧
姫
の
摺
り
物
に
包
ま
れ

た
反
物
が
国
売
り
さ
れ
て
わ
ず
か
二
年
あ
ま
り
で
、
甚
兵
衛
と
桐
生
織
物
は
、
そ

の
名
を
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

 

で
は
、
古
文
書
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
半
紙
（
全
紙
を
横
半
分

に
切
っ
た
料
紙
。
半
切
紙
と
も
）
の
袖
の
部
分
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
の
差
し
出

し
主
は
、
甚
兵
衛
の
忰

せ
が
れ

与
三
郎
。
甚
兵
衛
の
長
子
東
市
は
、
医
者
を
本
業
と
し

て
お
り
、
こ
の
当
時
は
弟
の
与
三
郎
が
家
業
を
継
い
で
い
ま
し
た
。
宛
て
所
は
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
桐
生
新
町
の
領
主
出
羽
松
山
藩
の
陣
屋
代
官
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
（
後
述
参
照
）
。 

与
三
郎
が
言
う
に
は
、 

先
ご
ろ
父
甚
兵
衛
は
、
老
齢
を
理
由
に
組
頭
役
を
退
役
さ
せ
て
も
ら
っ

た
ば
か
り
の
所
で
す
が
、
こ
の
度
尾
州
様
か
ら
の
命
を
受
け
、
御
用
機
場

を
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
老
齢
に
よ
り
町
役
人
の
勤
め
を
退
い
て



お
き
な
が
ら
、
何
と
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
織
元
と
し
て

の
甚
兵
衛
は
名
目
ば
か
り
で
し
て
、
そ
の
実
は
、
私
与
三
郎
の
商
売
と
い

う
こ
と
で
御
用
機
場
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
渡
世
の

家
業
で
も
あ
る
こ
と
で
す
し
、
な
に
と
ぞ
御
慈
悲
を
も
っ
て
お
許
し
を
い

た
だ
き
、
御
取
計
ら
い
の
程
を
頂
戴
で
き
れ
ば
、
有
難
き
幸
せ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

と
い
う
意
味
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
出
羽
松
山
藩
酒
井
家
の
支
配
地
で
あ
る
桐
生
新
町
の
機
場
の
与
三

郎
が
、
領
主
以
外
の
他
藩
（
尾
張
徳
川
家
）
の
御
用
機
場
を
請
け
負
う
こ
と
認
め

て
く
れ
る
よ
う
、
領
主
へ
と
願
い
出
た
も
の
で
す
が
、
文
を
通
し
て
、
先
だ
っ
て

て
老
齢
を
理
由
に
組
頭
の
退
役
を
認
め
て
も
ら
っ
た
父
甚
兵
衛
に
つ
い
て
、
こ

の
度
（
の
尾
州
様
か
ら
の
お
申
し
付
け
に
は
）
甚
兵
衛
の
名
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
名
目
の
み
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
機
場
渡
世
は
、
息
子
で
あ
る
私
与
三
郎

の
家
業
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
訴
え
て
い
ま
す
。 

 

宛
て
所
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
文
書
自
体
、

陣
屋
へ
と
差
し
出
さ
れ
た
正
文
の
控
な
の
で
す
が
、
こ
の
文
書
を
作
る
た
め
の

下
書
と
、
そ
の
正
文
と
一
緒
に
差
し
出
さ
れ
た
も
う
一
通
の
文
書
の
下
書
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
れ
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 



 

」 

                



【
釈
文
】 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
百
姓
甚
兵
衛
奉
申
上
候
、
江
戸
高
輪 

臺
町
針
屋
官
蔵
与
申
者
、
私
親
類
ニ
御
座
候
所
、
右
官
蔵
儀
、
此
度 

尾
州
様
御
用
御
織
物
御
請
負
申
上
候
ニ
付
、
右
御
用
織
物
織
方
之
儀 

私
方
ニ
而
織
立
候
様
、
官
蔵
方
ゟ
申
来
候
間
、
渡
世
ニ
も
可
相
成
儀
ニ
御
座
候

ハ
ゝ
、
織
立
／ 

可
申
及
挨
拶
候
處
、
官
蔵
儀
其
段 

尾
州
様
御
納
戸
御
役
所
江
申
上
候
由
ニ
付
、
私
儀 

尾
州
様
御
用
機
場
被 

仰
付
候
旨
、
官
蔵
ゟ
申
来
候
、
右
御
用
之 

品
取
扱
候
ニ
付
而
者
、
御
紋
付
高
張
〇 御

挑
灯
御
預
ヶ
被
下
候
ニ
御
座
候
、
右
之 

次
第
ニ
御
座
候
ニ
付
、
何
卒
右
御
用
相
勤
候
様
仕
度
、
乍
恐
奉
願
上
候
、 

御
慈
悲
を
以
願
之
通
被 

仰
付
被
下
置
候
者
、
私
渡
世
之
家
業
ニ
も 

可
相
成
与
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上 

寅 

正
月 
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乍
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申
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与
三
郎 

私
父
甚
兵
衛
儀
、
兼
而
組
頭
役
相
勤
罷
在
候
所
、
老
年
ニ
相
及
候
ニ
付
、
先
達
而 

奉
願
上
退
役
仕
、
未
間
茂
無
御
座
、
此
度
〇
あ
げ
て

尾
州
様
御
用
機
場
相
勤 

度
奉
願
上
候
儀
、
何
共
恐
多
儀
ニ
奉
存
候
、
此
段
甚
兵
衛
儀
者
名
目
而
已
ニ
而
、

実
ハ
私
商
賣
／ 

躰
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
右
機
場
之
儀
何
も
相
勤
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
私
家

業
之
渡
世
ニ
も
可
相
成
／ 

奉
存
候
、
偏
〇
あ
げ
て

御
慈
悲
を
以
願
之
通
被 

仰
付
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
候
、

乍
恐
宜
様
／ 

御
執
計
被
成
下
候
者
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
已
上 

 

寅 

正
月 

  
 



【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
書
付
を
以
っ
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
百
姓
甚
兵
衛
申
し
上
げ
奉
り
候
、
江
戸
高
輪
／

臺
町
針
屋
官
蔵
と
申
す
者
、
私
親
類
に
御
座
候
所
、
右
官
蔵(

が)

儀
、
こ
の
度
／ 

尾
州
様
御
用
御
織
物
御
請
負
申
し
上
げ
候
に
付
き
、
右
御
用
織
物
織
方
の
儀
、
／ 

私
方
に
て
織
り
立
て
候
様
、
官
蔵
方
よ
り
申
し
来
た
り
候
間
、
渡
世
に
も
相
成
る

べ
き
儀
に
御
座
候
は
ゝ
、
織
り
立
て
／
申
す
べ
く
挨
拶
に
及
び
候
處
、
官
蔵
儀
そ

の
段
／ 

尾
州
様
御
納
戸
御
役
所
へ
申
し
上
げ
候
由
に
付
き
、
私
儀
／ 

尾
州
様
御
用
機
場
仰
せ
付
け
ら
れ
候
旨
、
官
蔵
よ
り
申
し
来
た
り
候
、
右
御
用
の

／
品
取
扱
ひ
候
に
付
き
て
は
、
御
紋
付
高
張
〇 御

挑
灯
御
預
け
下
さ
れ
候
に
御
座
候
、

右
の
／
次
第
に
御
座
候
に
付
き
、
何
卒
右
御
用
相
勤
め
候
様
仕
り
度
、
恐
れ
乍
ら

願
い
上
げ
奉
り
候
、
／ 

御
慈
悲
を
以
っ
て
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
は
、
私
渡
世
の

家
業
に
も
／
相
成
る
べ
き
と
有
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
、
以
上 

寅 

正
月 
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与
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私
父
甚
兵
衛(

が)

儀
、
兼
て
組
頭
役
相
勤
め
罷
り
在
り
候
所
、
老
年
に
相
及
び
候

に
付
き
、
先
達
て
／
願
い
上
げ
奉
り
退
役
仕
り
、
未
だ
間
も
御
座
な
く
、
こ
の
度

〇
あ
げ
て

尾
州
様
御
用
機
場
相
勤
め
／
た
く
願
い
上
げ
奉
り
候
儀
、
何
と
も
恐
れ
多

き
儀
に
存
じ
奉
り
候
、
こ
の
段
甚
兵
衛
儀
は
名
目
の
み
に
て
、
実
は
私
商
賣
／
躰

の
儀
に
御
座
候
間
、
右
機
場
の
儀
何(

れ)

も
相
勤
め
候
儀
に
御
座
候
、
然
る
上
は

私
家
業
の
渡
世
に
も
相
成
る
べ
く
／
存
じ
奉
り
候
、
偏(

に)

〇
あ
げ
て

御
慈
悲
を
以

っ
て
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
仕
り
た
く
存
じ
奉
り
候
、

恐
れ
乍
ら
宜
し
き
様
／
御
執
り
計
ら
い
成
し
下
さ
れ
候
へ
ば
、
有
り
難
き
仕
合

せ(

に)

存
じ
奉
り
候
、
已
上 

 

寅 

正
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【
解
説
】 

 

少
し
目
を
凝
ら
し
て
、
こ
の
文
書
の
向
か
っ
て
右
端
を
見
て
く
だ
さ
い
。
卦
算

け

さ

ん

（
ガ
ラ
ス
板
）
の
置
か
れ
た
部
分
の
裏
面
に
、
何
や
ら
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
す
。
大
抵
の
場
合
、
古
文
書
は
、
文
字
が
書
か
れ
た
面
を
内
側

に
し
て
左
端
か
ら
巻
き
込
む
形
に
折
り
、
最
後
に
右
端
の
裏
側
が
一
番
上
に
な

る
よ
う
に
畳
ま
れ
て
い
ま
す
。 

作
成
し
て
間
も
な
く
で
あ
れ
ば
、
そ
の
文
書
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
思

い
出
す
の
は
、
さ
ほ
ど
苦
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
保
管
し
て
そ
れ
な
り
の
時

間
が
経
過
し
て
し
ま
う
と
果
た
し
て
ど
う
で
し
ょ
う
。
後
日
、
そ
の
文
書
を
取
り

出
す
必
要
が
あ
っ
た
時
、
こ
れ
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
で
も
な
い
・
・
・
と
一
通
々
々

開
く
の
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
古
文
書
を
作
成
し
た
人
は
、
そ
の
文
面
の
備
忘

と
し
て
折
り
た
た
ん
だ
文
書
の
一
番
上
の
面
（
右
端
の
裏
面
）
に
、
内
容
を
簡
単

に
書
き
記
し
ま
す
。
こ
の
備
忘
の
こ
と
を
古
文
書
用
語
で
は
「
端

は

じ

裏
書

う

ら

が

き

」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
文
書
の
端
裏
書
に
は
「
御
領
主
様
差
上
候
願
書
下
書 

并 

小
林
猪
三

郎
殿
江
差
出
候
口
上
書
下
書
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
傍
線
で
区
切
ら
れ
た
文
書
の

前
半
部
分
が
、
出
羽
松
山
藩
主
酒
井
家
の
江
戸
藩
邸
に
置
か
れ
て
い
た
御
郡
方

（
＝
郡
役
所
）
へ
と
願
い
出
た
文
書
の
下
書
で
、
後
半
部
分
は
そ
の
御
郡
方
に
詰

め
て
い
た
桐
生
陣
屋
代
官
の
小
林
猪
三
郎
へ
と
差
し
出
さ
れ
た
口
上
（
与
三
郎



名
で
出
さ
れ
た
今
回
の
古
文
書
）
の
下
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

後
半
部
分
の
表
題
下
に
は
、「
〇
半
紙
に
相
認
め
差
し
出
し
候
」
と
あ
り
、
控

の
料
紙
形
態
と
も
一
致
し
ま
す
。
字
句
に
多
少
の
異
同
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
的

に
異
な
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
控
で
は
「
尾
州
様
」「
御
慈
悲
」
の
二
語
を
行
頭

に
し
て
敬
意
を
表
す
る
「
平
出

へ
い
し
ゅ
つ

」
と
す
る
た
め
、
そ
こ
で
改
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
下
書
で
は
、
直
前
の
一
字
分
を
「
闕

け
つ

字 じ

」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分
に
は

「
〇
あ
げ
て
」
と
傍
書
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
書
式
の
上
で
、
闕
字
よ
り
も
さ

ら
に
敬
意
を
表
す
平
出
と
す
る
よ
う
、
与
三
郎
の
下
書
に
目
を
通
し
た
父
甚
兵

衛
が
、
書
き
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

傍
線
で
区
切
ら
れ
た
前
半
部
分
を
み
る
と
、
甚
兵
衛
・
与
三
郎
父
子
が
尾
張
徳

川
家
の
御
用
機
場
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
甚
兵
衛
の
親
類
筋
に
あ
た
る
江
戸
高
輪
台
町
の
針
屋
官
蔵
が
、
尾

州
様
の
御
用
織
物
を
請
け
負
い
、
そ
の
織
り
立
て
を
自
分
の
所
に
頼
み
込
ん
で

き
た
こ
と
。
自
分
は
機
場
を
渡
世
の
家
業
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
引
き
受
け
、
挨

拶
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
官
蔵
が
尾
州
様
の
御
納
戸
役
所
（
衣
服
や
調
度
品
の
出

納
を
掌
る
役
所
）
へ
と
そ
の
旨
を
申
し
上
げ
た
ら
、
尾
州
様
か
ら
御
用
機
場
を
務

め
る
よ
う
に
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
の
家
紋
の
入
っ
た
高
張
提
灯



を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

甚
兵
衛
の
親
類
と
さ
れ
る
針
屋
官
蔵
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
記
さ
れ
た
史
料

も
な
く
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
諸
藩
の
江
戸
屋
敷
な
ど
か
ら
御
用
品
を
請
け
負

っ
て
そ
れ
を
調
達
す
る
こ
と
を
渡
世
と
し
た
商
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
桐
生
織
物
を
商
う
中
で
、
買
次
の
手
を
経
な
い
分
安
価
で
あ
り
な

が
ら
、
品
質
も
上
等
な
甚
兵
衛
の
国
売
り
の
反
物
を
知
り
、
こ
れ
を
尾
張
徳
川
家

へ
と
売
り
込
む
こ
と
を
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

因
み
に
、
与
三
郎
に
よ
る
、
尾
州
様
御
用
機
場
請
負
の
願
い
出
は
、
領
主
に
認

め
ら
れ
た
よ
う
で
、
文
化
三
年
寅
正
月
二
十
五
日
付
で
、
甚
兵
衛
・
与
三
郎
連
名

で
、
針
屋
官
蔵
に
御
用
機
場
証
文
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
糸
・
機
織
職

人
を
吟
味
し
、
丹
精
込
め
て
織
る
こ
と
、
織
り
上
げ
た
反
物
は
桐
生
の
相
場
（
国

売
り
価
格
）
で
お
渡
し
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
お
預
か
り
し
た
高
張
提
灯
の

取
扱
い
に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
細
か
な
約
束
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 


